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　　　建物全体に電気や熱等を供給する主要な設備機器は、地下や屋上にあることが多く、さらに

    その必要スペースは機器の数倍に及ぶものも多い。また、設置には建物の補強が必要となること

　　もある。また、揚重計画との調整も必要であり、建物の施工計画にも影響が大きい。

　　（1-4、1-5を併せて参照のこと）

　■屋上に設置する代表的な設備機器

　　・キュービクル、空調室外機等があります。

　■設置場所・メンテナンススペース

　　・設備機器は概ね重量物なので、梁上部に配置するよう計

　　　画します。出来ない場合は構造設計者と協議の上、重量

　　　次第では機器設置面の躯体補強を行います。

　　・設置する設備機器によってメンテナンススペースが定

　　　められていますので、必ず確保するよう配置します。

　　・受水槽は屋内外を問わず6面点検できることが必要です。

　　・設備や電気の床転がし配管がある場合にはスムーズに

　　　歩けるようキャットウォークを建築で設けます。

　　　メンテしやすく、かつ施工しやすい計画をしましょう。

　　・設置する設備機器の重量や寸法を確認し、搬入方法や

　　　搬入ルート（竣工後の改修工事も見据える）をメー

　　　カーや保守関係者と調整しておくと、竣工後の保守

　　　業務も円滑に進められます。

　　□設備機器のメンテナンススペースは確保できていますか。

　　□支持部材の強度は適切ですか。

　　・設備機器の離隔距離が確保されていないことで、機器の更新・交換が困難になり、建築主の保守

　　　費用のコストアップにつながります。また、竣工時では諸官庁検査で指摘を受け、是正しないと

　　　検査済書を受理できず、引渡しできないといったトラブルになりかねません。
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失敗すると...

先輩アドバイス

ＰＡＣ屋外機群

約2ｔ

保守点検の一例（キュービクル廻り）

キュービクル

分割搬入約2ｔ

高置水槽

水量による

キュービクルの保守・点検上の離隔距離

※高圧受電設備規程より抜粋

[備考１]　溶接などの構造とは、溶接又はねじ止めなどにより堅子に固定され

　　　　　ている場合をいう。

[備考２]　※は扉幅が１ｍ未満の場合は１ｍとする。

[備考３]　保安上有効な距離とは、人の移動に支障をきたさない距離をいう。

●1130-2表　キュービクルの保有距離

保有距離を確保する部分 保有距離（ｍ）

　点検を行う面 　0.6以上

　操作を行う面 　扉幅※＋保安上有効な距離以上

　溶接などの構造で換気口がある面 　0.2以上

　溶接などの構造で換気口がない面

操作及び点検
を行う面

溶接などの
構造で、換
気口のある
面

点検を行う面

溶接などの
構造で、換
気口の無い
面(背面等)

任意の距離

扉幅※

0.2m以上

任意の距離

0.6m以上
保安上有効な距離


